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【
Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
内
容
】

▪
夕
方
の
駅
付
近
に
あ
る
赤
い
公
衆
電
話
を

　
大
勢
の
人
が
囲
ん
で
い
る

▪
泣
き
な
が
ら
電
話
で
話
す
中
年
男
性
が
い
た

▪
お
ば
あ
さ
ん
が
近
づ
い
て
き
て
、
男
性
に

　
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
渡
し
た

▪
作
者
は
こ
れ
を
見
て
い
た
29
歳
男
性

▪
心
あ
た
た
ま
る
話
に

▪
タ
イ
ト
ル
15
字
以
内
、
本
文
３
５
０
字
以
内

　
さ
て
、
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
の
は
ど
ち
ら
か
分

か
り
ま
し
た
か
？　
正
解
は
、【
Ａ
】の「
夕

エ
ー
シ
ョ
ン
や
筆
者
の
年
齢
・
性
別
な
ど
を

Ａ
Ｉ
に
指
示
し
て
文
章
を
書
か
せ
て
み
ま
し

た
。
次
の
2
作
品
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
Ａ
Ｉ

か
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
ぜ
ひ
想
像
し
な

が
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
で
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
急

速
に
進
化
し
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
文
章
作
成
も
そ
の
一

つ
で
、
条
件
を
与
え
た
だ
け
で
瞬
時

に
整
っ
た
文
章
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
本

部
が
主
催
す
る「
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
）」や「
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

文
章
生
成
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
は

「
審
査
の
対
象
外
」と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
両
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
自
ら

の
体
験
を
自
分
の
言
葉
で
綴
る
こ
と
。

そ
れ
が「
心
を
育
て
る
」こ
と
に
繋
が

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

暮
れ
の
受
話
器
」。【
Ｂ
】は
実
際
の
入
賞
作

品
で
す
。【
Ａ
】の
エ
ッ
セ
イ
は
情
景
が
整

然
と
描
か
れ
て
い
て
、
読
み
や
す
い
文
章
で

す
の
で
、
見
抜
け
な
か
っ
た
方
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
こ
か
ま
と
ま
り
す
ぎ
て
い

て
、
登
場
人
物
の
感
情
や
筆
者
自
身
の
思
い

が
伝
わ
り
に
く
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、【
Ｂ
】の
作
品
に
は「
象
の
よ
う

に
号
泣
し
て
い
た
」と
い
っ
た
筆
者
独
自
の

表
現
が
あ
り
、
泣
い
て
い
る
男
性
を
見
て

「
よ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」

「小さな親切」

～はがきキャンペーンと作文コンクールの目指すもの～
ＡＩ 

と
　
と
は
い
え
、
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
文
章
を
私
た

ち
は
見
抜
け
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
高

校
生
以
上
を
対
象
に
６
０
０
字
以
内
の
エ
ッ

セ
イ
を
募
集
し
て
い
る「
は
が
き
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」の
入
賞
作
品
を
も
と
に
、
シ
チ
ュ

「おばあさんのハンカチ」
　とある小さな駅でのことでした。夕方のラッシュ時。
帰宅を急ぐ人たちが改札付近に群がっています。群衆
は赤い公衆電話を囲んでいるのです。
　そこには中年の男性が泣きながら電話をしていました。
その男性は電話を抱きかかえて象のように号泣している
のです。よほど悲しいことがあったと見えます。あるい
は大切な人が亡くなられた、その知らせを受けたのかも
しれません。
　彼がひとしきり泣くと、腰の曲がったおばあさんが赤
電話に近づきました。周りにいた人々は、おばあさんが
どうするものかと見守ります。
　するとおばあさんは、懐から白いハンカチを取り出し
て、うつむいている人の手に持たせました。
「涙をふいてな。それからまたお泣き」
　そう言ってどこかへ消えていきました。

B

「夕暮れの受話器」

　駅前のロータリー、オレンジに染まる空の下
、赤い

公衆電話は異様な熱気に包まれていた。何十
人もの

人だかりの中心で、一人の初老の男性が受話器
を握り

しめている。その背中からは、嗚咽が漏れ聞こ
えてくる。

　普段は無関心な東京の群衆も、今日のこの
空間で

は誰もが固唾を飲んで見守っている。

　すると、白髪の小柄な女性がゆっくりと人垣を
かき分

け、男性の隣に立った。彼女は何も言わず、た
だ優し

く、白いハンカチを差し出した。

　男性は一瞬、はっとしたように顔を上げ、濡れ
た目で

そのハンカチを受け取った。言葉はなくとも、そ
こには

確かな温かい交流があった。

　こんなにも多くの人が行き交う場所で、こんな
にも人

間らしい瞬間に立ち会えるとは。冷たいと思って
いた東

京の夕暮れが、少しだけ、温かく感じられた。

A

と
、
相
手
の
心
情
を
想
像
し
、
寄
り
添
っ
て

い
る
の
が
Ａ
Ｉ
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
涙
を
ふ
い
て
な
。
そ

れ
か
ら
ま
た
お
泣
き
」と
ハ
ン
カ
チ
を
渡
す

お
ば
あ
さ
ん
の
言
葉
。
相
手
へ
の
さ
り
げ
な

い
優
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
、
思
わ
ず
お
ば
あ
さ

ん
の
人
生
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
た
く
な
る
よ

う
な
一
言
は
、
ま
さ
に
生
き
た
人
間
か
ら
発

せ
ら
れ
た
思
い
や
り
溢
れ
る
言
葉
で
す
。

　
全
体
的
に
淡
々
と
し
た
文
章
で
は
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
筆
者
特
有
の「
味
」

に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

小
中
学
生
を
対
象
と
す
る「
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」で
も
、
同
じ
よ
う
な
検
証
を
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
Ａ
Ｉ
が
書
い
た
作
品
は
、
起

承
転
結
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
違
和
感

な
く
す
ら
す
ら
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の

精
度
の
高
さ
に
少
々
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と

同
様
、
筆
者
独
自
の
表
現
、
臨
場
感
の
あ
る

生
き
生
き
と
し
た
会
話
や
言
葉
、
心
の
動
き

の
描
写
な
ど
は
、
Ａ
Ｉ
に
は
ま
だ
ま
だ
難
し

Ａ
Ｉ
が
書
い
た
文
章
は
ど
っ
ち
だ
!?

人
が
書
い
た
文
章
の
魅
力

人工
知能



Ａ
Ｉ
に「
小
さ
な
親
切
」は
で
き
る
の
か
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忘れたお弁当
長崎県　小中尾 政子さん（66歳）

　「今日ね、船の中に弁当ば忘れたとさ。
そいで、船のおじちゃんが気付いて冷蔵庫
に入れてくれとったらしいけん、まだ食べら
れるって言ってたよ」
　娘は、私が朝に作った弁当を、夕食の前に食べいていた。
　「ちゃんとお礼言うたとね。普通そがんしてくれるとこなかよ」
　「うん、ありがとうって言った」
娘は、高校に毎日船で通っていた。小さな島なので、それを
船員さんたちも見守ってくれていたのだろう。船員さんたちにま
で見守ってもらえた娘は幸せ者だ。
　「おはようございます」「ただいま」のあいさつぐらいは、ちゃ
んとしていたのだろうか、と今になって私は思うのだがもう遅い。
　人とのかかわりは、どんなことでもその人の人格の一部に
なっていく、と私は思っている。娘も高校を卒業して何年にも
なるが、高校三年間、船で通った船員さんたちとの交流は、
とても大きなものだと思っている。
　私は親としての娘の教育に自信はないが、こんな親切が日
常にある環境で娘を育てられたことに感謝している。
　「あの頃は娘がお世話になりました。本当にありがとうござい
ました」
　船の船員さんに、ちょっと頭を下げて船に乗り込む私の胸の
内には、その気持ちも含まれている。

大 賞

思 いやりは さりげなく身 近に

　応募対象を「高校生以上」と変更して２年、

高校生や大学生からの応募が徐々に増え、幅広

い年代からご応募いただきました。最高齢は94

歳。これまで母親への感謝を綴った作品が多い

なか、父親が多く登場したのも印象的でした。

　応募作品に綴られた数々の出会いは、私たち

の周りに思いやりが見える日常があることを気付

かせてくれます。そして、それを心にとめた筆者

の皆さんは、親切が心に響き、それを自分の行

動と照らし合わせたり、感謝の気持ちを持ち続け

ています。「小さな親切」は人を繋ぐ、心をつな

ぐバトンとの思いを強くしました。

　また、今年は今までの応募作品にはない、「声」

にまつわる不思議な出会い、「味」に込められた

シェフの心、「風」にゆれる後ろ姿のジャケットな

ど、読み手に映像として伝わる映画のワンシー

ンのような作品が印象的でした。

　大賞に輝いた小中尾さんの作品は、「母の娘

への愛情と、娘の成長を見守ってくれた船員さん

への感謝が伝わる」「船員さんの親切をきっかけ

に、地域全体に感謝の思いを巡らせる筆者の気

持ちに共感」「日常にある親切の大切さが伝わ

る」と審査員全員の胸を熱くしました。

　今はスマホで簡単に、短い文章で、スタンプ

で「ありがとう」を伝えられる時代ですが、感謝を

伝える言葉を紡いで、葉書や手紙を書いてみて

はいかがでしょうか。                    （審査員より）

あのときはありがとう 2,109編

11月上旬
読売新聞全国版・朝刊
運動本部WEBサイト

入賞・入選全25作品を収録し、来年２月中旬発行予定
（作文コンクール入賞作品との合併版）

※入賞・入選者はWEBサイトで発表しています。

11月28日 金
2025年度「小さな親切」運動
全国表彰式

日本郵便株式会社
読売新聞社 株式会社河出書房新社

い
部
分
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
子
ど

も
は
、
印
象
に
残
っ
た
で
き
ご
と
や
心
に
強

く
思
っ
た
こ
と
を
中
心
に
書
く
傾
向
が
あ
る

の
で
、
起
承
転
結
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
つ
た

な
く
感
じ
る
表
現
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
そ
の
子
が
ど
う
感
じ
た
か
」「
ど
ん
な
気

持
ち
で
体
験
を
振
り
返
っ
た
か
」を
素
直
に

綴
っ
た
作
品
は
読
み
手
に
伝
わ
り
、「
う
ま

い
文
章
」よ
り
も
、
心
に
響
く
の
で
す
。

　
そ
れ
が
自
ら
の
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言

葉
の
力
、
リ
ア
ル
な
人
間
が
書
く
文
章
の
魅

力
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部
の
両
コ
ン
ク
ー

ル
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
書
き
手
の
心

が
伝
わ
る
作
品
で
す
。
筆
者
が
自
ら
の
体
験

を
振
り
返
り
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
で
、
親
切
や
思
い
や
り
の
大
切
さ
に
気
づ

く
。
そ
し
て
、
そ
の
気
づ
き
が「
心
の
栄
養
」

と
な
っ
て
自
ら
の
心
を
育
て
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
全
盛
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
文
章
を

書
く
意
義
、
人
が
書
く
文
章
の
温
か
さ
や
力

強
さ
を
、
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「ちょっとした親切」
北九州市立洞北中学校　1年　野田統希

（一部要約・学年は受賞時）

　近年AIは飛躍的な進化を遂げ、人間の能力を上回る時代になって
きている。将来、人間の仕事はAIに取って代わられ、人間は何もしな
くてよい時代が来ると言われている。しかし、AIがすべてにおいて人
間を上回るわけではなく、苦手なこともある。それは、人の感情を正
確に理解することだ。
　例えば「もう結構です」という言葉も、声の大きさや表情によって怒り
や諦めなど何通りもの意味を持つ。人間同士の会話には一つの言葉
でも意味が正反対になることがあるが、果たしてAIがその違いを正確
に判断できるだろうか。
　僕が中学に入ったころ、母の車に乗っていたときのこと。渋滞中、
脇道から入れず困っている車がいたが、誰も道を譲らなかった。母は
速度を落とし、その車を入れてあげた。そして、「いま譲った人がまた別
のところで誰かに譲ればいいね」と言った。親切にされれば嬉しくなり、
優しい気持ちが生まれる。その優しさが広がれば「親切の輪」となり、
世の中はもっとすばらしくなると思う。
　AIの自動運転は正確にルールを守るが、母のように「譲る」判断は
しないだろう。ルールを破ることはAIにとってはエラーであり、不良品
とされる。しかし人間にとっては、そのエラーこそが思いやりある優しい
運転であり、人の心を温かくする。世界中の科学者が研究しても、人
の気持ちを汲み取り、ちょっとした親切を実行できるAIは作れないと思う。
　僕には賢いAIを作る頭脳はないけれど、母のように「小さな親切」
をすることならできる。「ちょっとした親切」はその場の空気を読み取り、
相手の気持ちを正しく汲み取れる人間にしかできない。これからは僕が
この親切の輪を広げ、思いやりあふれる優しい社会を作っていきたい。

　
最
後
に
、
Ａ
Ｉ
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
筆
者
は
、
福
岡
県
北
九
州
市

の
中
学
生
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る「
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
」と
呼
ば
れ
る
世
代
の
彼
ら
が
、

Ａ
Ｉ
と
人
間
を
比
較
し
、
人
の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

第49回
〈2024年度〉

「小さな親切」
運動本部賞

後   援 協   賛

応募総数テ ー マ
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作 品 集
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「小さな親切」

ＡＩ 
と

人工
知能


